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は
じ
め
に

―
地
域
構
想
と
し
て
の

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と
カ
レ
リ
ア
学
徒
会

近
年
の
研
究
で
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
つ
な
が
る
地
域
構

想
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
戦
間
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
発
生
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
の
再
編
案
も
多
様
性
を
帯
び
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
誕
生
し
た
新
興
独
立
国
家
に
お
い
て
、
膨
張
主
義
的
色
彩

を
帯
び
た
地
域
構
想
も
同
時
期
に
登
場
し
た
。
す
な
わ
ち
、
パ
ン
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
義
と
並
走
す
る
形
で
こ
の
よ
う
な
地
域
構
想
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
内
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
膨
張
主
義

的
な
地
域
構
想
は
果
た
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
相
反
す
る
構
想
に

す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
あ
る
い
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
疑
問
か
ら
、
本
稿
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に

独
立
し
た
新
興
国
家
の
一
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
幅
広
く
支
持

さ
れ
た
地
域
構
想
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
に
注
目
す
る
。

初
め
に
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
誕
生
と
変
遷
に
つ
い
て
説
明
し

た
い
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
六
世
紀
も
の
間
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
、
一

九
世
紀
初
頭
か
ら
約
一
世
紀
も
の
間
ロ
シ
ア
帝
国
に
統
治
さ
れ
て
き

た
北
欧
の
一
国
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
統
治
時
代
初
期
か
ら
中
期
に
か
け

て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
「
大
公
国
」
と
し
て
比
較
的
自
由
な
自
治
を

享
受
し
て
い
た
が
、
そ
の
時
期
に
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
が
知
識
人

第
Ⅱ
部 
両
大
戦
間
期
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
祖
国
と
同
様
で
あ
る
」

―
エ
ル
モ
・
カ
イ
ラ
と
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
地
域
構
想

石
野
裕
子
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の
間
で
構
想
さ
れ
て
い
っ
た
。

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
は
、
そ
も
そ
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
「
近

親
民
族
」
と
の
連
帯
思
想
か
ら
発
し
た
地
域
構
想
で
あ
る
。「
近
親

民
族
」
の
主
な
対
象
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
東
側
に
位
置
す
る
ロ
シ

ア
・
カ
レ
リ
ア
に
居
住
す
る
カ
レ
リ
ア
人
で
あ
っ
た＊

1

。「
近
親
民

族
」
と
い
う
発
想
自
体
は
、
一
八
世
紀
以
前
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
統
治

時
代
に
す
で
に
一
部
の
知
識
人
の
間
で
見
ら
れ
た
が
、
前
述
し
た
よ

う
に
一
九
世
紀
中
葉
の
ロ
シ
ア
帝
国
統
治
時
代
に
お
い
て
、「
近
親

民
族
」
の
連
帯
を
基
盤
と
し
た
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
思
想
が
徐
々

に
発
展
し
、
人
々
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
当
時
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で

は
、
知
識
人
た
ち
が
支
配
階
級
の
言
語
か
つ
自
分
た
ち
の
母
語
で
あ

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で
は
な
く
、
土
着
の
言
語
で
あ
っ
た
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
語
を
中
心
と
し
た
民
族
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
同
系
言
語
を

話
す
と
さ
れ
た
「
近
親
民
族
」
と
の
連
帯
思
想
は
民
族
運
動
と
連
動

す
る
形
で
広
が
り
を
見
せ
た
。
し
か
し
、
実
際
、
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ

ア
北
部
に
居
住
す
る
カ
レ
リ
ア
人
が
話
す
カ
レ
リ
ア
語
は
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
語
と
一
部
類
似
性
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
カ
レ
リ
ア
語
自
体
、

地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な
り
が
あ
り
、
統
一
が
な
さ
れ
て
い
な
い

言
語
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
カ
レ
リ
ア
人
の
風
習
と
い
っ
た
文
化
的
要

素
も
ロ
シ
ア
側
の
影
響
の
方
が
強
い
状
況
に
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

人
の
も
の
と
は
異
な
る
部
分
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
民
族
叙
事
詩
『
カ
レ
ワ
ラ
（K

alevala

）』
の
原
詩
で
あ

る
口
承
詩
の
謡
い
手
が
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
に
主
に
居
住
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
地
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
文
化
の
「
発
祥
地
」
で

あ
り
、
カ
レ
リ
ア
人
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
文
化
を
保
持
し
て
く
れ

た
「
近
親
民
族
」
と
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
内
で
は
認
識
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
（
石
野 

二
〇
一
二
：
三
三
―
三
八
）。

一
九
世
紀
終
わ
り
に
ロ
シ
ア
帝
国
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
統
治
方
針
が

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
を
剥
奪
さ
れ
る
危
険
を
察
知
し

た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
知
識
人
た
ち
は
、
防
衛
的
見
地
か
ら
「
大
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
」、
す
な
わ
ち
「
近
親
民
族
」
が
居
住
す
る
地
域
ご
と

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
含
め
よ
う
と
す
る
構
想
に
転
換
す
る
。
つ
ま
り
、

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
意
味
合
い
が
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
は
、
一
九
一
七
年
の
独
立
直
前
か

ら
単
な
る
連
帯
思
想
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
的
、
軍
事
的
動
向
と
結

び
つ
い
た
形
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
間
で
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
地
域
構
想
は
、
他
の
北
欧
諸
国
と
の
連
帯
地
域
構
想
で
あ

る
「
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
主
義
」
と
は
明
ら
か
に
一
線
を
画
す
も

の
で
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
い
て
は
反
ソ
、
反
共
主
義
と

重
な
る
形
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
膨
張
主

義
的
性
質
を
有
す
る
思
想
へ
と
変
貌
し
た＊

2

。

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
は
歴
史
学
者
、
民
俗
学
者
や
地
理
学
者
と
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い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
人
が
中
心
と
な
っ
て
構
想
さ
れ
て
い
っ
た

思
想
で
、
ま
た
、
論
者
個
人
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
」
像
を
掲
げ
て
い
た
た
め
、
統
一
さ
れ
た
思
想
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
戦
間
期
に
お
い
て
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
は
単
に
構
想
さ

れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
団
体
に
よ
っ
て
そ
の
実
現
が
試
み
ら
れ

た
点
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
実
践
が
ど
の
よ
う
な

論
理
で
な
さ
れ
て
い
っ
た
か
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
「
大

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
実
態
を
考
察
し
た
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
実
現
を
目
的
と
し
た

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
（
Ａ
Ｋ
Ｓ
：A

kateem
inen K

arjala-Seura

）
と

い
う
団
体
に
注
目
し
、
そ
の
団
体
が
ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
「
大

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
を
掲
げ
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ

て
、
設
立
初
期
の
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
を
取
り
上
げ
る
。

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
、
独
立
直
後
の
一
九
一
八
年
の
一
月
に
勃
発

し
た
内
戦
の
最
中
に
東
カ
レ
リ
ア
遠
征＊

3

に
参
加
し
た
ヘ
ル
シ
ン
キ
大

学
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
一
九
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た
右
翼
団

体
で
あ
る
。
最
盛
期
に
は
四
千
人
も
の
会
員
を
有
し
た
と
さ
れ
、
会

員
は
大
学
卒
業
後
も
そ
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
、
政
界
、
官
界
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
多
く
の
業
界
に
そ
の
勢

力
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
、
一
九
四
四
年
九
月

の
モ
ス
ク
ワ
休
戦
協
定
後
、
連
合
国
側
か
ら
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
団
体
」

と
見
な
さ
れ
、
解
散
さ
せ
ら
れ
る
ま
で
、
戦
間
期
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

社
会
に
お
い
て
代
表
的
な
右
翼
団
体
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
間
違
い

な
く
戦
間
期
の
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
を
牽
引
し
た
団
体
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
活
動
か
ら
当
時
の
「
大
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
」
の
実
態
を
考
察
す
る
と
い
う
視
点
は
有
効
で
あ
る
と
い
え

る
が
、
そ
の
一
方
で
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
活
動
の
多
様
性
が
彼
ら

の
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
を
見
え
に
く
く
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
後

述
す
る
が
、
会
員
一
人
一
人
の
考
え
が
異
な
っ
た
た
め
、
内
部
で
対

立
や
分
裂
が
生
じ
、
組
織
の
改
変
が
し
ば
し
ば
起
こ
っ
た
と
い
う
事

実
が
存
在
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
て
、
本
稿
で
は
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会

の
結
成
初
期
に
お
け
る
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
言
説
、
な
か
で
も

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
初
期
の
活
動
を
牽
引
し
た
二
代
目
会
長＊

4

の
エ
ル

モ
・
カ
イ
ラ
（Elm

o Edvard K
aila, 1888-1935

）
の
言
説
お
よ
び

彼
が
会
長
を
務
め
た
時
期
で
あ
る
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
初
期
の
「
大

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
に
注
目
す
る
。

カ
イ
ラ
は
、
独
立
直
後
に
勃
発
し
た
内
戦
時
に
義
勇
兵
と
し
て
ロ

シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
に
遠
征
し
た
経
歴
を
持
ち
、
遠
征
に
よ
る
ロ
シ

ア
・
カ
レ
リ
ア
「
獲
得
」
に
失
敗
し
た
後
に
結
成
さ
れ
た
カ
レ
リ
ア

学
徒
会
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
と
い
う
右
翼
団
体
の
初
期
の
活
動



176

を
牽
引
し
た
カ
イ
ラ
を
中
心
に
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
実
現
を

目
指
し
た
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
注
目
す
る
こ
と

で
、
戦
間
期
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
膨
脹
主
義
的
な
地
域
構
想
の

一
例
を
提
示
し
た
い
。

本
論
に
入
る
前
に
先
行
研
究
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
上
述
し
た
よ

う
に
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
一
九
四
四
年
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
団
体
に
認

定
さ
れ
、
解
散
さ
せ
ら
れ
た
後
、
大
部
分
の
関
連
資
料
は
破
棄
さ

れ
、
一
時
期
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
部
の
資

料
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
ミ
ル
ク
缶
に
詰
め
ら
れ
て
、
極
秘
に
南
ポ
ホ

ヤ
ン
マ
ー
に
送
ら
れ
、
そ
こ
で
地
中
に
埋
め
ら
れ
る
形
で
保
存
さ

れ
た＊

5

。
そ
れ
ら
の
資
料
は
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
研
究
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
一
九
七
〇
年
初
頭
に
収
集
さ
れ
た
。
戦
争
史
料
館
お
よ
び

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
文
学
協
会
な
ど
に
点
在
し
て
い
た
関
連
資
料
、
個
人

所
蔵
の
資
料
等
も
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
図
書
館
（
現
国
立
図
書
館
）
に

移
さ
れ
、
保
存
さ
れ
た
。

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
に
関
す
る
研
究
自
体
は
、
一
九
七
三
年
に
出
版

さ
れ
た
リ
ス
ト
・
ア
ラ
プ
ロ
の
社
会
学
の
博
士
論
文
『
カ
レ
リ
ア
学

徒
会

―
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
大
学
生
運
動
と
民
衆
』

が
先
駆
的
な
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
同
書
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
学
生
団
体
と
し
て
の
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
に
注
目
す
る
研
究
も
登

図1 エルモ・カイラ
（出所）Ylioppilaslehti 1938.

（注）1938年の『大学生誌（Ylioppilaslehti）』25周年記
念号の表紙としてエルモ・カイラの肖像画が掲載され
た。同雑誌では、カイラのイェーガー隊（第一次世界
大戦期にフィンランドで結成された義勇隊）および内
戦期の活動、カレリア学徒会での活動の業績を称えて
おり、没後もカイラは大学生にとって英雄的存在であっ
たことが窺える。
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場
し
（K

linge 1978

）、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
実
態
解
明
が
進
む
一

方
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
外
で
は
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
概
し
て
両

大
戦
間
期
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
団
体
と
し
て
紹

介
さ
れ
て
き
た
（
例
え
ば M

organ 2003: 86-90

）。
イ
ギ
リ
ス
の
歴

史
学
者
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
カ
ー
ビ
ー
は
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
「
ボ

リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
支
配
に
対
す
る
蜂
起
の
失
敗
に
よ
っ
て
東
カ
レ
リ

ア
か
ら
逃
れ
て
き
た
避
難
民
を
救
済
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
、
そ
の

後
の
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
男
子
学
生
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
討
論
の

場
と
な
り
、
ま
た
エ
リ
ー
ト
が
集
う
場
で
も
あ
り
、
会
員
の
多
く
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
で
高
い
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
」
と
評
し

て
い
る
（
カ
ー
ビ
ー 

二
〇
〇
八
：
二
二
二
）。

そ
の
よ
う
な
研
究
に
対
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
ヘ
イ
ッ
キ
・
エ
ス

ケ
リ
ネ
ン
が
著
し
た
『
我
々
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
家
を
大
き
く
す
る

こ
と
を
望
ん
だ

―
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
歴
史
Ⅰ
』
で
は
、
カ
レ
リ

ア
学
徒
会
の
Ｏ
Ｇ
ク
ラ
ブ
で
あ
る
「
ク
ラ
ブ
二
二
（K

erho 22

）」

の
関
係
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
新
た
な
資
料
を
用
い
て
、
カ
レ
リ
ア
学

徒
会
の
全
容
解
明
が
な
さ
れ
た
。
エ
ス
ケ
リ
ネ
ン
は
、
カ
レ
リ
ア
学

徒
会
の
思
想
的
ル
ー
ツ
を
、
独
立
以
前
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
内
の
思

想
潮
流
を
受
け
て
築
か
れ
た
運
動
と
規
定
し
、
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て

い
た
よ
う
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
組
織
で
は
な
い
と
主
張
し
た
（Eskelinen 

2004: 353-365

）。
た
し
か
に
エ
ス
ケ
リ
ネ
ン
が
主
張
し
た
よ
う
に
、

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
が
掲
げ
た
思
想
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
発
生
し
た
民

族
運
動
の
思
想
潮
流
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
実
際
の
活
動
、
特
に

一
九
三
二
年
以
降
の
活
動
を
見
る
限
り
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
組
織
と
し
て

の
会
の
性
格
を
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う＊

6

。

ま
た
、
二
〇
一
一
年
に
、
ミ
ッ
コ
・
ウ
オ
ラ
が
編
纂
し
た
『
Ａ
Ｋ

Ｓ
の
道

―
祖
国
と
民
族
思
想
上
の
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
』
が
出
版
さ

れ
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
行
動
ご
と
の
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
る
な

ど
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
資
料
が
十
分
で
な
い

な
か
進
展
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
（U

ola 2011

）、
現
在
も
注
目
さ

れ
て
い
る
学
生
団
体
で
あ
る
と
い
え
る
。

カ
イ
ラ
自
身
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
文
献
に
お
い
て
そ
の
名
が
し

ば
し
ば
登
場
し
、
ま
た
、
マ
ル
ッ
テ
ィ
・
ア
ハ
テ
ィ
に
よ
る
評
伝
が

一
九
九
九
年
に
発
表
さ
れ
た
が
（A

hti 1999

）、
彼
の
思
想
に
特
化

し
た
研
究
自
体
は
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
出
て
い
な
い
。
し
か
し
、

カ
イ
ラ
は
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
が
急
成
長
し
た
初
期
の
立
役
者
で
あ

り
、
彼
の
思
想
に
注
目
す
る
こ
と
は
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
初
期
の
「
大

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
の
解
明
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

本
稿
で
は
上
述
し
た
先
行
研
究
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
カ
イ
ラ
が
執

筆
し
た
記
事
お
よ
び
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
が
発
行
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

冊
子
を
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
会
が
描
い
た
「
大
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
」
像
を
考
察
す
る
。
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Ⅰ
エ
ル
モ
・
カ
イ
ラ
と
カ
レ
リ
ア
学
徒
会

１
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
入
会
前
の
カ
イ
ラ
の
軌
跡

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
に
お
い
て
二
代
目
会
長
（
一
九
二
三
〜
二
七

年
、
二
八
〜
三
〇
年＊

7
）
を
務
め
た
エ
ル
モ
・
カ
イ
ラ
は
、
初
期
の
カ

レ
リ
ア
学
徒
会
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
形
作
っ
た
中
心
的
人
物
で
あ
る
。

政
治
家
で
は
な
か
っ
た
カ
イ
ラ
は
、
研
究
方
面
で
も
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、

カ
イ
ラ
は
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
会
長
と
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
人
物
で
あ
り＊

8

、
ま
た
、「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
（Ryssänviha ＊

9）」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
前
面
に
押
し
出
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ

る
。
彼
の
反
ソ
、
反
共
主
義
の
徹
底
ぶ
り
を
指
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
な
ぞ
ら
え
る
極
端
な
研
究
も
見
ら
れ
る
が

（V
irtanen 2005 ＊

10
）、
本
稿
は
彼
の
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
で
の
活
動
お

よ
び
彼
が
会
長
を
務
め
た
時
期
の
会
の
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
に

焦
点
を
当
て
る
。

始
め
に
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
入
会
以
前
の
カ
イ
ラ
の
軌
跡
の
概
要

を
示
す
。
一
八
八
八
年
に
牧
師
の
家
に
誕
生
し
た
カ
イ
ラ
は
、
一
九

〇
五
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
に
入
学
し
、
一
九
〇
八
年
に
哲
学
博
士

候
補
生
と
な
る＊

11

。
一
九
〇
九
年
に
カ
イ
ラ
は
オ
タ
ヴ
ァ
出
版
社
に
入

社
し
、
地
理
部
門
の
編
集
者
と
な
る
。
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
で
の

三
月
革
命
後
、
カ
イ
ラ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
独
立
を
射
程
に
入
れ
て
結

成
さ
れ
た
義
勇
隊
で
あ
る
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
に
入
隊
し
、
ド
イ
ツ
で
実

施
さ
れ
た
軍
事
訓
練
に
も
参
加
す
る
。
カ
イ
ラ
の
行
動
は
当
時
の
愛

国
心
が
強
い
大
学
生
の
行
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
特
異
な

こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
さ
ら
に
カ
イ
ラ
は
独
立
支
持
派
の
新
聞

『
ウ
ー
シ
・
パ
イ
ヴ
ァ
（U

usi Päivä

）』
の
秘
書
と
し
て
も
働
き
、

ま
た
、
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
の
活
動
を
支
え
る
た
め
に
、
一
九
一
七
年
六

月
か
ら
ウ
ー
シ
・
メ
ツ
ゥ
サ
・
ト
イ
ミ
ス
ト
で
も
働
き
出
す
。
こ
の

会
社
は
実
態
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
の
た
め
に
秘
密
裏

に
活
動
を
行
う
た
め
の
隠
れ
蓑
的
な
会
社
で
あ
っ
た
。
九
月
に
は
勤

務
し
て
い
た
オ
タ
ヴ
ァ
出
版
社
の
カ
イ
ラ
の
部
屋
に
住
所
を
構
え
、

そ
こ
で
カ
イ
ラ
は
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
の
た
め
に
書
簡
の
や
り
取
り
を
秘

密
裏
に
引
き
受
け
て
い
た
（A

hti 1999: 54 ＊
12

）。

一
九
一
七
年
一
二
月
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
独
立
し
、
翌
年
一
月
に

内
戦
が
勃
発
す
る
と
、
カ
イ
ラ
は
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
ド
イ
ツ
お
よ

び
白
衛
隊
側
と
連
絡
を
と
る
役
割
を
果
た
す
。
三
月
終
わ
り
に
、
カ

イ
ラ
は
エ
ス
ト
ニ
ア
の
タ
リ
ン
に
渡
り
、
そ
こ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
向
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か
い
、
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
の
活
動
を
支
え
る
た
め
に
働
き
、
内
戦
が
終

わ
る
間
際
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
戻
っ
た
。
ミ
ュ
ッ
リ
ュ
に
よ
る
と
、
カ

イ
ラ
は
独
立
政
府
が
ド
イ
ツ
を
敵
と
見
な
す
一
方
で
、
西
側
諸
国
を

友
人
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
ド
イ
ツ
お
よ
び
ド
イ
ツ
国

民
の
援
助
の
み
が
東
カ
レ
リ
ア
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ロ
シ

ア
・
カ
レ
リ
ア
の
呼
称
）
を
獲
得
す
る
可
能
性
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
と
主
張
し
た
と
い
う
（M

ylly 2004: 680

）。
ま
た
、
カ
イ
ラ

は
保
守
組
織
で
あ
る
市
民
警
備
隊
（Suojeluskunta

）
に
も
属
す
な

ど
、
独
立
以
降
も
積
極
的
に
愛
国
運
動
に
関
与
し
た
。

カ
イ
ラ
の
活
動
で
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
一
九
一
九
年
か
ら
二
〇

年
に
か
け
て
ロ
シ
ア
帝
国
時
代
に
仕
え
た
軍
の
将
校
た
ち
を
追
放

し
、
そ
の
替
わ
り
に
元
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
の
隊
員
を
軍
の
司
令
部
に
送

り
込
も
う
と
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
掲
げ
、
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
時
代
の

人
脈
を
駆
使
し
た
り
、
保
守
系
の
雑
誌
に
寄
稿
し
た
り
す
る
な
ど
し

て
精
力
的
に
活
動
し
た
こ
と
で
あ
る＊

13

。
カ
イ
ラ
は
、
独
立
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
に
と
っ
て
「
ロ
シ
ア
的
な
る
も
の
」
を
排
除
す
べ
き
と
い
う
信

念
の
も
と
、
国
防
に
携
わ
る
軍
の
「
浄
化
」
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
カ
イ
ラ
は
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
創
設
前
か
ら
反
ソ

的
感
情
を
強
く
抱
い
て
お
り
、
そ
の
感
情
が
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
活

動
方
針
に
反
映
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

２
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
二
代
目
会
長
就
任

カ
イ
ラ
が
一
九
二
〇
年
代
に
深
く
関
わ
っ
た
カ
レ
リ
ア
学
徒
会

は
、
繰
り
返
す
が
、
内
戦
期
に
東
カ
レ
リ
ア
遠
征
に
参
加
し
た
経
験

を
持
つ
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
生
が
一
九
二
二
年
二
月
二
二
日
に
結
成
し

た
組
織
が
出
発
点
で
あ
る＊

14

。
彼
ら
は
一
九
二
〇
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
・
ソ
連
間
で
締
結
さ
れ
た
タ
ル
ト
ゥ
条
約
で
、
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ

ア
の
レ
ポ
ラ
、
ポ
ラ
ヤ
ル
ヴ
ィ
の
「
自
治＊

15

」
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に

不
満
を
抱
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
会
の
結
成
に
至
っ
た
。
同
会

は
、
同
年
の
三
月
九
日
か
ら
「
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
」
と
い
う
名
称
で

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。
会
の
当
初
の
目
的
は
、
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ

ア
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
避
難
し
て
き
た
難
民
の
救
済
お
よ
び
彼
ら

の
教
育
で
あ
っ
た
（A

hti 1999: 255 ＊
16

）。
そ
の
資
金
作
り
と
し
て
、

会
は
難
民
の
救
済
の
た
め
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
販
売
な
ど
を
手
が
け

た
り
、
夏
に
地
方
を
巡
回
し
た
り
す
る
活
動
を
行
っ
た
（A

hti 

1999: 356 ＊
17

）。

ア
ラ
プ
ロ
に
よ
る
と
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
内
戦
後
の
右
派
の
反

応
の
一
部
と
し
て
誕
生
し
た
と
い
う
（A

lapuro 1973: 99

）。
会
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
多
く
の
点
で
フ
ェ
ン
ノ
マ
ン
と
呼
ば
れ
た
一
九

世
紀
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
の
伝
統
に
つ
な
が
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る
と
い
う＊

18

。
ま
た
、
同
会
に
は
、
内
戦
の
影
響
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国

内
の
統
合
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
状
況
を
憂
慮
し
た
若
者
が
集
っ

て
お
り
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
共
同
体
（
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
）
を

結
成
し
た
い
と
い
う
要
求
を
抱
え
て
い
た
と
い
う
。
一
九
二
三
年
の

終
わ
り
に
は
ま
だ
会
員
数
は
二
一
四
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が

（A
lapuro 1973: 101

）、
徐
々
に
会
員
数
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
ま

た
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
学
友
会
が
一
九
二
六
年
初
め
に
よ
う
や
く

設
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
い
え
る
よ
う
に
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
独

立
以
降
の
大
学
生
の
学
生
運
動
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
発
展
し
た

（A
lapuro 1973: 58

）。
表
１
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
会
員
は
主
に

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
学
生
で
あ
り
、
会
員
の
父
親
の
職
業
別
で
は
大

学
教
授
と
い
っ
た
「
自
由
業
」
の
父
親
を
持
つ
会
員
が
二
五
％
と
最

も
高
い
が
、
商
業
や
手
工
業
者
が
一
九
％
、
農
民
が
二
〇
％
と
い
っ

た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
エ
リ
ー
ト
で
は
な
い
層
の
会
員
が
一
定
の

割
合
を
占
め
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
独
立
以
降
の
エ
リ
ー
ト
層
の
変
化
と
連
動
し
て
い

る
。
独
立
以
前
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い
て
大
学
に
通
う
エ
リ
ー
ト

層
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
を
母
語
と
す
る
元
貴
族
階
級
出
身
者
が
大

多
数
を
占
め
て
い
た
が
、
独
立
以
降
、
大
学
の
「
大
衆
化
」
が
起
こ

り
、
農
民
や
牧
師
の
家
か
ら
大
学
生
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
が
発
展
し
た
過
程
は
、
独
立
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
に
お
い
て
新
た
な
エ
リ
ー
ト
層
が
誕
生
し
て
き
た
過
程
と
重
な
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
、
冷
戦
期
に
活
躍
し
た
ウ

ル
ホ
・
ケ
ッ
コ
ネ
ン
な
ど
の
政
治
家
や
、
民
俗
学
者
で
あ
り
学
生
時

代
か
ら
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
マ
ル
ッ
テ
ィ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
オ
と
い
っ

た
よ
う
に
多
く
の
知
識
人
を
輩
出
し
た
団
体
で
も
あ
っ
た＊

19

。

以
上
の
よ
う
な
会
員
で
結
成
さ
れ
た
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
、
カ
レ

リ
ア
難
民
救
済
と
い
う
目
的
か
ら
始
ま
り
、
続
け
て
三
つ
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
掲
げ
る
よ
う
に
な
る
。
一
つ
に
は
、
国
を
守
る
意
志
の
強

化
、
二
つ
目
に
は
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ
ル
問
題
、
す
な
わ
ち
「
大
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
」
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
東
カ
レ
リ
ア
、
す
な
わ
ち
ロ

所属大学名 割合（％）
ヘルシンキ大学 74
工業高等専門学校 11
商業高等専門学校  3
トゥルク大学  3
陸軍学校および海軍学校  7
ユヴァスキュラ教育高等専門学校  2

合計  100％
（約2,920人）

表1　カレリア学徒会会員の所属大学内訳

（注）他の高等専門学校生は集計に入っていない。
（出所）Alapuro（1973:  59）の表をもとに筆者作成。
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シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
の
ソ
連
か
ら
の
「
解
放
」
や
、「
近
親
民
族
」
国

家
で
あ
る
エ
ス
ト
ニ
ア
と
の
友
好
な
ど
が
包
含
さ
れ
る
。
最
後
は
、

「
純
正
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
性
（A

itosuom
alaisuus

）」
の
確
立
で
あ

る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
少

数
派
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
を
母
語
に
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
（
以

下
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
系
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
と
略
）
が
支
配
階
層
に

位
置
し
て
い
た
。
し
か
し
、
独
立
直
前
か
ら
、
農
民
や
商
人
の
家
か

ら
大
学
生
が
誕
生
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
エ
リ
ー
ト
層
で
は
な
い

階
層
出
身
者
が
大
学
に
入
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
母
語
と
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
（
以
下
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
語
系
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
）
で
、
卒
業
後
は
親
の
仕
事
を
引

き
継
ぐ
の
で
は
な
く
、
官
庁
や
大
学
等
に
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
系
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
が
知
識
階
層
に

上
昇
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の

会
員
の
な
か
に
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
系
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
存
在
し

た
の
で
、
会
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
全
面
的
排
除
を
目
的
と
し
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
国
の
第
一
言
語
に
す
る
こ

と
で
、
国
内
の
統
一
を
目
標
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
掲
げ
た
カ
レ
リ
ア
学
徒

会
で
あ
っ
た
が
、
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
肩
入
れ
す

る
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
三
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
推
進
す
る
と
い

う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
「
純
正
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
性
」
を
め

ぐ
っ
て
は
、
当
初
か
ら
会
員
間
で
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
後
述
す

る
が
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
は
大
き
な
議
論
を
巻
き
起
こ
す
こ
と

に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
が
活
動
を
始
め
た
最
中
、
カ
レ
リ

ア
学
徒
会
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、「
ロ
シ
ア
人

嫌
悪
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
勢
い
に
の
せ
て
お
り
、
そ
の
道
で
は
す
で

に
著
名
で
あ
っ
た
カ
イ
ラ
に
白
羽
の
矢
が
立
ち＊

20

、
一
九
二
三
年
の
選

挙
で
会
長
に
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

Ⅱ
会
長
就
任
後
の
カ
イ
ラ
と

「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」

会
長
就
任
後
、
カ
イ
ラ
は
、
ま
ず
会
内
に
「
憎
悪
の
兄
弟
（V

ihan 

V
eljet

）」
を
結
成
し
た
。
こ
の
組
織
は
会
結
成
以
前
か
ら
行
っ
て

い
た
反
ソ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
秘
密
裏
に

結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た＊

21

。

前
述
し
た
よ
う
に
、
カ
イ
ラ
の
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
へ
の
嫌
悪
感
が

独
立
以
前
か
ら
強
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
結

成
前
の
一
九
一
八
年
に
寄
せ
た
「
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
、
独
立
運
動
、
内

戦
…
…
﹇
我
々
は
﹈
憎
悪
せ
ず
に
い
ら
れ
る
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
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で
始
ま
る
論
考
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
カ
イ
ラ
は
、「
憎
悪
に

よ
っ
て
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
は
ド
イ
ツ
に
渡
航
で
き
、
防
衛
組
織
を
結
成

し
、
内
戦
を
勝
ち
抜
い
た
の
で
あ
る

―
そ
れ
ら
は
敵
に
対
す
る
祖

国
の
永
遠
な
る
憎
悪
で
あ
る
。
も
し
我
ら
民
族
が
生
き
残
り
た
い
の

で
あ
れ
ば
、
我
々
は
な
お
﹇
ロ
シ
ア
を
﹈
憎
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
盲
目
的
に
、
そ
し
て
継
続
的
に
（﹇　

﹈
は
著
者
に
よ
る
補

足
）」（A

hti 1999: 184

）
と
述
べ
、
ロ
シ
ア
へ
の
憎
悪
こ
そ
が
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
説
く
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
独
立

を
目
標
に
結
成
さ
れ
た
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
に
所
属
し
、
内
戦
期
に
は
白

衛
隊
に
属
し
、
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
に
遠
征
し
た
カ
イ
ラ
に
と
っ

て
、
ロ
シ
ア
（
ソ
連
）
は
憎
悪
す
べ
き
対
象
で
あ
り
、
そ
の
憎
悪
こ

そ
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
独
立
を
維
持
で
き
る
精
神
的
拠
り
所
と
な
る

と
説
い
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
一
九
二
三
年
に
発
行
さ
れ
た
カ
レ
リ

ア
学
徒
会
の
会
報
誌
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
』
に
発
表
し
た
「
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
民
族
の
仕
事
」
と
題
し
た
短
い
論
考
に
も
見
出
せ
る
。
本

論
考
で
、
カ
イ
ラ
は
国
家
と
民
族
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な

表
現
を
す
る
。

「
脅
威
を
与
え
る
未
熟
な
東
の
民
族
に
対
抗
し
た
、
西
洋
諸

国
文
化
の
前
哨
地
帯
と
な
っ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
の
二
つ
の
兄
弟

民
族
の
絶
望
的
な
戦
い
は
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
人
の
す
ば
ら
し
い
土

地
に
破
壊
を
も
た
ら
し
た
が
、
最
終
的
な
戦
い
を
も
も
た
ら
し

た
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
『
ロ
シ
ア
野
郎
』
と
の
数

千
年
に
わ
た
る
戦
い
は
血
ま
み
れ
の
戦
い
で
あ
り
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
人
の
戦
い
よ
り
非
常
に
危
険
で
あ
っ
た
が
、
戦
い
は
い
ま

だ
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
終
わ
り
は
ま
だ
見
え
な
い
」

（Suom
en H

eim
o 1923: 116

）。

以
上
の
よ
う
に
、
カ
イ
ラ
は
ロ
シ
ア
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
戦
い
を

表
現
す
る
。
続
け
て
、
カ
イ
ラ
は
、「
我
々
の
祖
先
は
戦
い
を
望

み
、
勝
つ
こ
と
を
も
望
ん
だ
が
、
自
分
た
ち
の
国
の
主
人
と
し
て

戦
っ
て
お
ら
ず
、
独
立
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
側
で
戦
っ
て
も
い
な
か
っ

た
」
と
自
省
し
、
さ
ら
に
「
我
ら
民
族
に
は
自
由
と
平
和
が
あ
る

か
」
と
自
問
自
答
し
、「
な
い
」
と
答
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「『
ロ

シ
ア
野
郎
』
が
こ
の
五
年
の
間
に
外
に
移
動
し
た
わ
け
で
も
な
く
、

奴
ら
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
自
由
と
平
和
を
残
し
た
わ
け
で
も
な
い
、

奴
ら
は
東
の
奴
隷
的
な
る
も
の
、
東
の
『
無
責
任
な
行
為
』、
東
の

貧
困
よ
り
悪
い
も
の
、
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
的
な
る
も
の
を
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
に
残
し
た
の
だ
」
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
カ
イ
ラ
は
「
来
た

る
べ
き
戦
い
」
の
た
め
に
、「
民
族
感
情
の
強
化
、
積
極
的
な
祖
国

愛
、
す
な
わ
ち
『
ロ
シ
ア
人
憎
悪
』
の
必
要
性
」
を
訴
え
る
の
で
あ



183「大フィンランドは祖国と同様である」

る
（Suom

en H
eim

o 1923: 116

）。

以
上
の
よ
う
に
、
カ
イ
ラ
は
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
に
お
い
て
も
反

ソ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
続
け
、「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」
と
い
う
感
情
的

要
素
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
会
の
活
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
強
化
し

て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

Ⅲ
『
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
祖
国
と
同
様
で
あ
る
』

以
上
の
よ
う
に
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
に
お
い
て
、
カ
イ
ラ
は
も
っ

ぱ
ら
「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
力
を
注
い
だ
が
、
カ
レ

リ
ア
学
徒
会
全
体
で
共
有
さ
れ
た
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
初
期
に
お
け
る
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
を
知

る
上
で
注
目
す
べ
き
は
、
カ
イ
ラ
が
会
長
に
就
任
し
た
年
で
あ
る
一

九
二
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
祖
国
と
同
様
で
あ

る
』
と
い
う
題
名
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
冊
子
で
あ
る
（A

K
S 1923

）。

全
四
〇
頁
か
ら
な
る
同
冊
子
は
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
主
要
会
員
が

寄
稿
し
た
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
全
一
一
編
の
う
ち
四
編
が
演
説
録

と
な
っ
て
い
る
。
本
冊
子
は
む
ろ
ん
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
目
的
と
し
て

い
る
た
め
過
激
な
表
現
が
目
立
ち
、
か
つ
論
考
一
つ
一
つ
が
短
く
、

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
み
に
テ
ー
マ
が
絞
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
」
観
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
以
下
、
本
章
で
は

冊
子
に
表
れ
た
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
を
分
類
し
て
分
析
す
る
。

１
「
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ
ル
民
族
」
と
し
て
の

「
近
親
民
族
」、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

本
冊
子
の
最
大
の
主
題
は
「
近
親
民
族
」
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ

き
点
は
「
近
親
民
族
」
の
「
解
放
」
こ
そ
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族

の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
思
考
で
あ
る
。
ま
た
、
逆
説
的
に
「
近

親
民
族
」
の
「
解
放
」
な
く
し
て
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
の
未
来

は
な
い
と
い
う
思
考
も
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
最
初
の
論
考
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
の
事
柄

―
カ
レ

リ
ア
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
で
は
、「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
が
ま
だ
文

化
的
に
『
太
陽
の
元
で
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
を
始
め
る
』
時
で
は
な
い
」

と
諭
し
、「『
ロ
シ
ア
化
』
さ
れ
た
カ
レ
リ
ア
人
の
危
機
の
背
後
で
、

我
々
は
太
陽
が
昇
る
の
を
見
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
比
喩
的
な
話

が
展
開
さ
れ
る
（A

K
S 1923: 3-4

）。
最
後
に
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
時

代
に
お
け
る
フ
ェ
ン
ノ
マ
ン
運
動
の
指
導
者
ス
ネ
ル
マ
ン
を
、
民
族

的
覚
醒
を
、
そ
し
て
イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
二
七
部
隊
も
ま
だ
必
要
と
す
る
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と
主
張
し
、
そ
れ
ら
が
「
入
手
」
で
き
る
な
ら
、「
北
欧
の
文
化
的

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ
ル
民
族
に
移
る
」
と
締
め
く
く
る

（A
K
S 1923: 4-5

）。
つ
ま
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
は
カ
レ
リ
ア
人
と

一
体
に
な
っ
て
こ
そ
、「
一
人
前
」
に
な
り
、
さ
ら
に
北
欧
の
文
化

的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
も
握
る
と
い
う
主
張
が
展
開
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ

こ
で
の
カ
レ
リ
ア
人
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
と
い
う
言
葉
に
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
に
な
る
と
い
う
意
味
が
読
み
取
れ
る
。
つ
ま
り
、

論
者
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
自
身
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
員
と
見
な
し
て

お
り
、
カ
レ
リ
ア
人
を
ソ
連
か
ら
「
解
放
」
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

組
み
込
む
こ
と
こ
そ
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
」
に
つ
な
が
る
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
の
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ
ル
民
族
と
い
う
言
葉
は
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
人
と
カ
レ
リ
ア
人
を
指
し
て
い
る
が
、
別
の
論
考
で
は
エ

ス
ト
ニ
ア
人
も
含
め
て
論
じ
ら
れ
る
な
ど
、「
近
親
民
族
」
の
範
囲

は
論
考
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
基
本
的
に
は
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ
ル
民
族

に
同
系
言
語
を
話
す
民
族
が
共
通
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
（A

K
S 

1923: 5

）。

イ
ン
グ
リ
ア
に
居
住
す
る
民
族
、
す
な
わ
ち
イ
ン
グ
リ
ア
人
に
つ

い
て
は
、「
イ
ン
グ
リ
ア
の
運
命
」
と
い
う
論
考
で
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
同
論
考
に
よ
る
と
、「
も
と
も
と
歴
史
上
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

民
族
は
ネ
ヴ
ァ
川
沿
岸
に
登
場
し
、
別
途
カ
レ
リ
ア
人
と
ハ
メ
人
が

ネ
ヴ
ァ
川
の
先
ま
で
移
動
し
、
ネ
ヴ
ァ
川
の
先
で
も
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

人
ト
ゥ
オ
マ
ス
司
教
が
勇
敢
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
王
と
競
っ
た
」
と
指
摘

し
、
歴
史
的
経
緯
か
ら
も
イ
ン
グ
リ
ア
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た

こ
と
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、「
イ
ン
グ
リ
ア
ほ
ど
汚
れ
て
い
な
い

民
族
感
情
が
残
っ
て
い
る
地
域
は
な
く
、
ま
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
時
代

の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
宝
で
あ
る
教
会
が
イ
ン
グ
リ
ア
に
残
さ
れ
て
い

る
」
と
す
る
。
さ
ら
に
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
宝
で
あ
る
民
族
叙
事
詩

『
カ
レ
ワ
ラ
』
を
保
持
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
理
由
を
挙
げ
、
イ
ン

グ
リ
ア
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
文
化
的
紐
帯
を
強
調
す
る＊

22

。
最
後

に
、「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
文
化
的
遺
産
を
保
持
し
て
く
れ
た
恩
に
応

え
る
た
め
、
我
々
は
イ
ン
グ
リ
ア
に
『
解
放
』
と
い
う
宝
物
を
送
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
る
（A

K
S 1923: 10-12

）。
つ
ま

り
、
本
論
考
で
は
言
語
的
つ
な
が
り
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
的
つ
な

が
り
と
い
う
根
拠
を
挙
げ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
紐
帯
を
強
調
す
る
。

こ
の
よ
う
な
「
近
親
民
族
」
と
の
文
化
的
つ
な
が
り
の
強
調
は
、

「
記
憶
は
曲
げ
ら
れ
る
」
と
い
う
論
考
で
も
見
ら
れ
る
。
本
論
考
で

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
父
」
と
さ
れ
る
ロ
シ

ア
帝
国
時
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
ユ
リ
ヨ
＝
コ
ス
キ
ネ
ン
の

以
下
の
比
喩
的
な
表
現
を
引
用
し
、
カ
レ
リ
ア
解
放
の
た
め
の
戦
い

の
必
要
性
を
説
く
。
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「
人
類
の
発
展
が
最
終
的
に
完
了
す
る
ま
で
戦
争
は
必
要
で
あ

る
。
完
了
後
は
、
よ
い
気
分
の
ま
ま
息
を
引
き
取
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
」（A

K
S 1923: 16

）。

次
に
人
類
の
戦
争
の
歴
史
を
語
る
な
か
で
、「
第
一
次
世
界
大
戦

後
、
多
く
の
小
国
家
が
独
立
を
果
た
し
た
が
、
ロ
シ
ア
と
そ
の
周
辺

で
は
独
立
し
た
国
家
は
少
な
い
」
と
語
り
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
カ
フ

カ
ー
ス
の
民
族
は
モ
ス
ク
ワ
の
支
配
下
に
入
っ
て
お
り
、
カ
レ
リ
ア

の
解
放
の
た
め
の
努
力
は
血
ま
み
れ
で
抑
圧
さ
れ
た
」
と
指
摘
す

る
。
さ
ら
に
、「
カ
レ
リ
ア
の
解
放
が
実
現
し
て
い
な
い
の
で
、

我
々
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
族
国
家
は
完
成
し
て
い
な
い
」
と
主
張

し
、
そ
の
た
め
に
、「『
ロ
シ
ア
野
郎
』
と
再
び
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
、「
人
々
へ
の
啓
蒙
活
動
と
民
族
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
必

要
性
」
を
強
調
す
る
。
ま
た
、
興
味
深
い
の
は
、
現
在
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
を
「
小
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（V

ähä-Suom
i

）」
と
名
づ
け
、「『
小

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
』
は
国
家
で
は
な
い
、『
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
』
こ
そ

が
国
家
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
カ
レ
リ
ア
を
見
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
す
る
（A
K
S 1923: 15-20

）。

「
カ
レ
リ
ア
性
に
お
け
る
偉
大
な
る
理
想
に
つ
い
て
」
と
い
う
論

考
で
は
、
カ
レ
リ
ア
性
に
つ
い
て
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
文
化
に
と
っ
て

重
要
で
あ
り
、
カ
レ
リ
ア
性
を
排
除
し
た
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
文
化

が
や
せ
細
っ
て
し
ま
う
」
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
カ
レ
リ
ア

の
『
解
放
』
こ
そ
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
他
の
論
考
と
共
通
の

認
識
を
示
す
（A

K
S 1923: 21-24

）。

以
上
の
よ
う
に
、
カ
レ
リ
ア
人
を
主
な
対
象
と
す
る
「
近
親
民

族
」
と
の
連
帯
の
実
現
こ
そ
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
真
の
国
家
に
す

る
と
い
う
考
え
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
関
す
る
叙
述
で
あ
る
が
、
最
初
の
論
考
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
一
体
化
し
て
論
じ
て
い
た
が
、
他
の
論
考
で
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
い
う
言
葉
よ
り
も
む
し
ろ
「
西
洋
諸
国
（länsim

aat ＊
23）」

と
い
う
言
葉
が
、「
東
（itä

）」、
す
な
わ
ち
ソ
連
と
対
置
さ
れ
る
形

で
頻
繁
に
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
抽
象
的
な
形
で
表

現
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
実
体
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
こ
こ
で

は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

２
「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」
の
表
現

冊
子
全
体
の
論
調
は
、
カ
イ
ラ
が
掲
げ
た
「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」
色

が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」
そ
の
も
の
を

題
名
と
し
た
論
考
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
牧
師
で
も
あ
っ
た
エ
リ

ア
ス
・
シ
モ
ヨ
キ
が
書
い
た
と
さ
れ
る
同
論
考
は
終
始
過
激
な
言
葉
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で
綴
ら
れ
て
い
る
。
シ
モ
ヨ
キ
は
、
ま
ず
「『
ロ
シ
ア
人
憎
悪
』
は

イ
ェ
ー
ガ
ー
隊
精
神
、
す
な
わ
ち
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の
精
神
で
あ

り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
解
放
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
説
く
。
次
に

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
大
学
生
よ
！
」
と
呼
び
か
け
、「
祖
先
の
大
い
な

る
祖
国
愛
と
敵
に
対
す
る
憎
悪
に
感
謝
し
、
祖
先
の
伝
統
を
大
事
に

育
み
、
い
っ
そ
う
育
成
さ
せ
る
義
務
が
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
続
け

て
、「『
ロ
シ
ア
野
郎
』
を
愛
す
る
必
要
は
な
く
、
憎
悪
す
る
べ
き

だ
」
と
説
く
。
ま
た
「
愛
と
憎
悪
は
メ
ダ
ル
の
裏
表
で
あ
り
、『
ロ

シ
ア
野
郎
』
を
憎
悪
す
る
こ
と
は
国
を
愛
す
る
こ
と
と
表
裏
一
体
で

あ
る
」
と
主
張
す
る
。
最
後
に
シ
モ
ヨ
キ
は
「
憎
悪
と
愛
！　

奴
ら

が
ど
ん
な
色
で
あ
ろ
う
と
も
『
ロ
シ
ア
野
郎
』
に
死
を
！＊

24

」
と
い
っ

た
挑
発
的
な
言
葉
を
綴
る
（A

K
S 1923: 7-9

）。

本
論
考
ほ
ど
で
な
い
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
人
に
対
す
る

憎
悪
は
冊
子
全
体
に
通
底
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
カ
イ
ラ
が

掲
げ
た
「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」
の
意
図
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え

る
。カ

イ
ラ
自
身
の
論
考
は
最
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
し
た

『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
』
で
発
表
し
た
論
考
の
焼
き
直
し
で
あ
り
、

語
句
な
ど
若
干
修
正
さ
れ
て
い
る
も
の
の
論
調
自
体
に
変
化
は
見
ら

れ
な
い
。

３
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
地
理
的
範
囲

で
は
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
地
理
的
範
囲
に
つ
い
て
、
本
冊

子
で
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
大
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
＝
祖
国
」
と
い
う
単
純
な
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
論
考
も

あ
る
も
の
の
、
地
理
的
範
囲
を
記
述
し
た
論
考
も
見
ら
れ
る
。

前
述
し
た
「
記
憶
は
曲
げ
ら
れ
る
」
と
い
う
論
考
で
は
、「
大

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
東
側
境
界
線
を
ラ
ド
ガ
湖
と
北
海
の
間
か
ら
始

ま
り
、
ラ
ド
ガ
湖
か
ら
オ
ネ
ガ
湖
を
通
っ
て
白
海
に
至
る
と
想
定
す

る
。
つ
ま
り
、
ヴ
ィ
エ
ナ
・
カ
レ
リ
ア
お
よ
び
ア
ウ
ヌ
ス
・
カ
レ
リ

ア
を
内
包
す
る
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
を
含
ん
だ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
領

域
を
示
す
（A

K
S 1923: 20

）。
ま
た
、「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
夜
明

け
」
と
題
し
た
論
考
で
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
、
オ
ネ
ガ
湖
、
ラ
ド
ガ
湖

沿
岸
の
カ
レ
リ
ア
人
の
解
放
を
強
調
し
て
お
り
（A

K
S 1923: 31

）、

上
述
し
た
論
考
同
様
に
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
を
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
」
の
範
囲
に
含
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
一
方
で
、
冊
子
の
性
質
か
ら
か
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の

主
な
地
理
的
対
象
は
あ
く
ま
で
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
に
向
け
ら
れ
て

お
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
系
住
民
が
居
住
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
北
部
の

ル
イ
ヤ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
北
部
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
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以
上
の
よ
う
に
、
本
冊
子
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
目
的
と
し
て
製
作

さ
れ
た
と
い
う
性
質
上
、
過
激
で
読
者
を
煽
る
表
現
が
多
々
見
ら
れ

る
が
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
初
期
の
考
え
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
は
、
以
下
の
よ

う
に
分
類
さ
れ
る
。

一　
「
近
親
民
族
」
で
あ
る
カ
レ
リ
ア
人
お
よ
び
イ
ン
グ
リ
ア

人
の
「
解
放
」

二　

カ
レ
リ
ア
人
が
居
住
す
る
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
の
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
へ
の
併
合

三　
「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民

族
の
真
の
独
立
お
よ
び
統
一

以
上
の
よ
う
に
、
感
情
に
訴
え
る
形
で
提
示
さ
れ
た
「
大
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
」
像
が
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
当
初
の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

Ⅳ
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
分
裂
と

会
の
方
向
性
の
転
換

前
述
し
た
よ
う
に
、
カ
イ
ラ
は
一
九
二
七
年
九
月
か
ら
五
ヵ
月

間
、
博
士
論
文
執
筆
に
集
中
す
る
た
め
代
表
を
一
時
退
任
す
る
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
か
ら
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
、
以
前
か
ら
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
い
た
「
純
正
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
性
」
運
動
に
い
っ
そ
う

重
点
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
会
員
の
多
く
も
そ
の
運
動
に
の
め
り
込

む
よ
う
に
な
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
純
正
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

性
」
運
動
と
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
中
心
と
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民

族
文
化
の
発
展
と
強
固
な
国
家
の
創
造
を
目
的
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
運
動
で
あ
る
（H

äm
äläinen 1968: 102

）。
同
運
動
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
語
系
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
へ
の
言
語
的
な
弾
圧
を
想
定
し

て
い
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
彼
ら
の
「
特
権
」
を
な
く
す
こ
と

を
目
標
と
し
て
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
一
九
二
三
年
に
「
純
正
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
性
連
合
（A

itosuom
alaisuuden Liitto

）」
が
発
足
す
る

な
ど
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
外
で
も
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
影
響
が
会
に
も
及
び
、
特
に
会
員
ニ
ー
ロ
・
カ
ル
キ
（N

iilo 

K
ärki, 1897-1931

）
の
テ
ー
ゼ
「
国
民
の
連
帯
」
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
九
二
四
年
に
内
戦
で
生
じ
た
国
内
の
分
裂
お
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よ
び
言
語
が
分
け
ら
れ
る
こ
と
で
生
じ
た
国
力
の
衰
え
を
阻
止
す
る

方
針
が
と
ら
れ
た
（T

om
m
ila 1989: 189

）。
そ
れ
ゆ
え
、
基
本
的

に
会
員
の
姓
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
風
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め

る
な
ど
、
会
に
お
け
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
の
使
用
が
半
ば
義
務
化
さ

れ
た
（H

äm
äläinen 1968: 117

）。

「
純
正
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
性
」
運
動
に
お
い
て
最
も
力
が
注
が
れ
た

の
は
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
化
で
あ
る
。
ヘ
ル
シ

ン
キ
大
学
で
は
そ
の
歴
史
的
経
緯
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
お
よ
び
ラ

テ
ン
語
で
授
業
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
に
進
学
す

る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
系
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
が
増
加
す
る
と
と
も
に

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
で
の
授
業
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、「
純

正
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
性
」
運
動
者
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
措
置
は
ま
だ

不
十
分
で
あ
る
と
し
、
内
戦
で
二
分
さ
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
内
を

ま
と
め
る
に
は
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
」
と
い
う
言
語
を
中
心
と
す
べ

き
で
あ
り
、
エ
リ
ー
ト
を
養
成
す
る
大
学
に
お
い
て
も
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
語
系
教
授
が
優
先
し
て
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
授
業
も

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た＊

25

。

カ
イ
ラ
自
身
は
こ
の
運
動
を
容
認
し
た
も
の
の
、
会
内
で
は
あ
く

ま
で
「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」
に
関
連
し
た
活
動
に
重
点
を
置
く
姿
勢
は

変
え
な
か
っ
た＊

26

。
ま
た
、
同
運
動
に
反
発
す
る
会
員
も
存
在
し
た

が
、
一
九
二
八
年
か
ら
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
化

運
動
に
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
が
主
導
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
り
、
会

報
誌
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
』
も
「
純
正
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
性
」
運

動
、
特
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
化
を
め
ぐ
る
運
動

に
つ
い
て
の
特
集
が
続
け
て
組
ま
れ
る
な
ど
、「
純
正
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
性
」
運
動
に
重
点
が
置
か
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
「
純
正
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
性
」
の
盛
り
上
が
り
の
背
景

に
は
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
実
現
の
困
難
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。「
近
親
民
族
」
の
連
帯
を
謳
う
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
は
、
非

常
に
魅
力
的
な
目
標
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
実
現
が
決
し
て
容

易
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
は
よ
り

確
実
で
効
果
が
早
々
に
期
待
で
き
る
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
語
化
運
動
に
関
心
を
惹
か
れ
る
会
員
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
エ
リ
ー
ト
層
の
言
語
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
国
内
の
連
帯
を
図
り
、
か
つ
強
固
な
国
家
建
設
へ
の
布
石
を
打

つ
と
い
う
意
味
合
い
を
も
見
出
せ
る
。

カ
イ
ラ
は
一
九
二
八
年
二
月
に
会
長
の
座
に
復
帰
し
た
も
の
の
、

心
臓
の
病
気
が
悪
化
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
九
三
〇
年
九
月
初
旬
に

代
表
の
座
を
降
り
る
こ
と
を
表
明
し
た
が
、
病
気
だ
け
で
は
な
く
、

会
の
「
純
正
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
性
」
運
動
へ
の
傾
倒
や
そ
れ
に
伴
う
会

内
の
不
和
が
重
圧
と
な
っ
た
の
も
そ
の
一
因
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る

（A
hti 1999: 408, 463

）。
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カ
イ
ラ
が
代
表
を
降
り
た
直
後
の
一
九
三
〇
年
一
〇
月
号
の
カ
レ

リ
ア
学
徒
会
の
会
報
誌
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
』
の
巻
頭
に
、「
カ

レ
リ
ア
学
徒
会
の
目
的
」
と
題
し
た
囲
み
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

「
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
目
的
は
、
カ
レ
リ
ア
民
族
お
よ
び
イ

ン
グ
リ
ア
民
族
の
解
放
、
エ
ス
ト
ニ
ア
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
家

と
の
接
近
お
よ
び
ラ
ン
シ
ポ
ホ
ヤ
と
ル
イ
ヤ
に
居
住
す
る
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
語
系
住
民
の
権
利
の
保
障

―
す
な
わ
ち
、
強
固
な

国
家
的
合
意
と
文
化
的
連
帯
と
が
結
び
つ
い
た
大
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
あ
る
﹇
傍
点
原
文
ど
お
り
、
以
下
同
様
﹈。

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
、
現
状
に
影
響
に
及
ぼ
す
信
念
を
貫

き
、
首
尾
一
貫
し
て
目
的
に
向
か
う
﹇
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
﹈
両
言
語
集
団
が
原
則
的
に
同
等
の
権
利
を

持
ち
、
民
族
的
感
情
が
強
化
さ
れ
た
国
家
は
、
全
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
民
族
の
幸
福
な
未
来
、
す
な
わ
ち
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
建
設

の
た
め
に
耐
え
う
る
唯
一
の
基
盤
で
あ
る
（

括
弧
は
著
者
に

よ
る
補
足
）」（Suom

en H
eim

o 1930: 209

）。

つ
ま
り
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
一
九
二
三
年
に
主
張
し
た
よ
り
も

広
い
範
囲
を
示
す
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
一
方
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
内
の
連
帯
こ
そ
が

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
に
必
要
で
あ
る
と
表
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
純
正
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
性
」
運
動
が
盛
り
上
が
る
な
か
、
こ
の
よ
う

な
意
思
を
表
明
し
た
背
景
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
使
用
言

語
に
よ
る
会
の
分
裂
を
避
け
よ
う
と
い
う
意
思
が
あ
っ
た
と
窺
え

る
。
こ
の
よ
う
に
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
実
現
と
い
う
目
標

は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
化
運
動
の
最
中
に
も
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

お
わ
り
に

会
長
を
辞
任
し
た
カ
イ
ラ
は
、
翌
年
の
一
九
三
一
年
に
博
士
論
文

『
一
六
〇
〇
〜
一
七
〇
〇
年
代
の
ポ
ホ
ヤ
ン
マ
ー
と
海（Pohjanm

aa 

ja m
eri 1600- ja 1700-luvuilla

）』
を
刊
行
し
、
同
年
に
戦
争
史

料
館
に
職
を
得
て
、
亡
く
な
る
一
九
三
五
年
ま
で
そ
の
仕
事
を
続
け

た
。
ま
た
、
会
長
退
任
後
の
一
九
三
三
年
に
、
カ
イ
ラ
は
カ
レ
リ
ア

学
徒
会
の
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。

カ
イ
ラ
の
会
長
退
任
後
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
大
き
な
変
革
を
迎

え
る
。
一
九
三
二
年
に
勃
発
し
た
マ
ン
ツ
ァ
ラ
蜂
起
と
呼
ば
れ
る
過

激
化
し
た
反
共
運
動
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は

主
要
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
入
れ
替
わ
る
状
況
に
陥
っ
た＊

27

。
一
九
三
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二
年
以
降
の
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は
、
ラ
プ
ア
運
動
か
ら
派
生
し
た
極

右
政
党
で
あ
る
愛
国
国
民
運
動
（
Ｉ
Ｋ
Ｌ
：Isänm

aallinen 

kansanliike
）
と
の
連
携＊

28

を
行
い
、
政
党
政
治
に
関
与
し
始
め
る
と

一
気
に
政
治
化
の
道
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。

カ
イ
ラ
が
会
長
を
務
め
た
八
年
半
も
の
間
に
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
は

急
成
長
を
遂
げ
た
。
一
九
二
二
年
終
わ
り
に
は
わ
ず
か
六
〇
人
で

あ
っ
た
会
員
が
一
九
三
〇
年
に
は
一
〇
七
五
人
に
増
加
し
た
（A

hti 

1999: 409

）。
そ
の
間
、
会
の
方
針
は
首
尾
一
貫
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
く
、
内
部
で
多
く
の
衝
突
が
起
こ
っ
た
。
ま
た
、
徐
々
に
「
世

代
交
代
」
も
行
わ
れ
た
た
め
、
会
の
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
も
一

枚
岩
で
は
な
か
っ
た
。

初
期
に
カ
イ
ラ
が
「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」
と
い
う
感
情
に
訴
え
た

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
は
、
知
識
人
ら
が
構
想
し
た
「
大
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
」
像
と
比
較
す
る
と
稚
拙
な
も
の
だ
っ
た
が
、
一
方
で
感
情

に
訴
え
る
分
、
求
心
力
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
初

期
の
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
を
形
成
す
る
上
で
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。

カ
イ
ラ
に
と
っ
て
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
は
単
に
「
近
親
民
族
」

の
連
帯
や
領
土
拡
張
と
い
う
地
政
学
的
な
構
想
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ

た
。「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
存
続
の
た
め

に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
ロ
シ
ア
人
憎
悪
」
と
い
う
感

情
を
動
力
と
し
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
カ
イ

ラ
は
ロ
シ
ア
人
や
共
産
主
義
者
だ
け
で
は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し

て
も
、
さ
ら
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ド
イ
ツ
性
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
性
を
も
排
除
し
た
い
と
す
る
意
思
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り

（A
hti 1999: 407

）、
外
に
向
か
う
と
い
う
よ
り
も
内
な
る
統
一
に
こ

だ
わ
り
を
見
せ
て
い
た
側
面
も
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
カ
イ
ラ

の
思
想
か
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
い
う
発
想
は
見
ら
れ
な
い
。

カ
イ
ラ
や
初
期
の
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
に
と
っ
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
「
西
」、
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
「
東
」
か
ら
守
る
障
壁
で

あ
っ
た
と
同
時
に
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
そ
の
も
の
が
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
本
来
の
姿
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
は
必
然

的
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
「
大
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
相
反
す
る
構
想
と
い
う
よ
り

も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
い
う
発
展
し
た
形
ま
で
の
想
定
は
し
て
い

な
か
っ
た
と
い
え
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と

い
う
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
民
族
国
家
の
建
国
こ
そ
が
「
真
の
独
立
」
に
つ

な
が
る
の
で
あ
り
、
そ
の
先
の
未
来
に
思
い
を
馳
せ
る
余
裕
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
に
と
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
抽
象
的

な
概
念
で
あ
り
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
「
野
蛮
な
東
」
に
対
す
る

「
先
進
的
な
西
」
と
い
う
意
味
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
考
え
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
が
描
い
た
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
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ド
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
な
か
に
位
置
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
地
域

構
想
で
あ
る
が
、
そ
の
先
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
い
う
形
に
は
つ
な

が
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
は
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
よ
う
な

右
翼
団
体
か
ら
の
み
発
せ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
内
戦
期
に
革
命

を
望
ん
だ
勢
力
で
あ
る
赤
衞
隊
の
指
導
者
エ
ド
ヴ
ァ
ル
ド
・
ギ
ッ
リ

ン
グ
（Edvard Gylling, 1881-1938
）
ら
は
、
内
戦
で
敗
北
し
た

後
、
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
へ
亡
命
し
、
一
九
一
八
年
八
月
二
九
日
に

モ
ス
ク
ワ
で
共
産
党
政
権
を
樹
立
し
た
。
そ
の
際
、
彼
は
同
志
と
、

カ
レ
リ
ア
人
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
文
化
の
融
合
お
よ
び
「
赤
の
大
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
」「
赤
の
北
欧
」
の
実
現
を
目
標
に
掲
げ
た
（K

angaspuro 

1998: 125

）。
つ
ま
り
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と
い
う
思
想
自
体

は
、
そ
の
地
理
的
範
囲
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
論
者
に
よ
っ
て
異
な
る

も
の
で
あ
る
も
の
の
、
政
治
的
立
場
を
超
え
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
に

支
持
さ
れ
た
思
想
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
狭
い
範
囲
の
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
像
を
取
り
上
げ

た
が
、
当
時
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
置
か
れ
た
国
際
的
状
況
を
鑑
み
る

上
で
一
つ
の
示
唆
と
な
る
だ
ろ
う
。

◉
付
記

本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
戦
間
期
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
国
家
形
成
と
地
域
統
合
に
関
す
る
比
較
研
究
」
課
題

番
号24330055

（
代
表
：
大
島
美
穂
・
津
田
塾
大
学
）
の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。

◉
注

＊
１ 

カ
レ
リ
ア
人
だ
け
で
は
な
く
、
エ
ス
ト
ニ
ア
人
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

国
境
近
く
に
居
住
す
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
話
す
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
ら

を
含
む
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
ウ
ラ
ル
語
族
と
い
う
括
り
で
ハ
ン
ガ

リ
ー
人
を
も
含
む
言
説
も
あ
る
が
、
通
常
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
範

囲
に
は
含
ま
れ
な
い
。
詳
細
は
、
石
野
（
二
〇
一
二
）
を
参
照
。

＊
２ 

「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
を
、「
大
セ
ル
ビ
ア
」
や
「
大
ル
ー
マ
ニ

ア
」
と
い
っ
た
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
登
場
し
た
地
域
構
想
と
比
較

す
る
と
、「
近
親
民
族
」
と
の
連
帯
お
よ
び
そ
の
民
族
の
居
住
地
の
合

併
と
い
っ
た
点
で
共
通
点
が
見
ら
れ
、「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
そ
の
も

の
を
膨
脹
思
想
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で

は
、
戦
間
期
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
大
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
を
、
膨

脹
主
義
的
な
性
格
が
色
濃
く
出
て
い
る
点
に
留
意
し
て
論
じ
る
。「
大

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
誕
生
と
変
遷
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
石
野
（
二
〇

一
二
：
一
九
―
六
一
）
を
参
照
。

＊
３ 
東
カ
レ
リ
ア
遠
征
と
は
、
内
戦
中
白
衞
隊
側
の
義
勇
兵
が
宣
戦
布

告
な
し
で
、
東
側
国
境
を
超
え
、
一
九
一
八
年
三
月
に
ロ
シ
ア
・
カ
レ

リ
ア
の
主
要
都
市
ポ
ラ
ヤ
ル
ヴ
ィ
、
レ
ポ
ラ
地
域
を
占
領
し
、
六
月
に

白
海
西
方
の
地
域
を
占
領
し
た
こ
と
を
指
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
も
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こ
の
遠
征
に
財
政
的
援
助
を
行
う
な
ど
、
ロ
シ
ア
・
カ
レ
リ
ア
を
含
め

た
形
で
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
「
独
立
」
を
目
指
し
た
が
、
結
局
失
敗
に
終

わ
っ
た
。

＊
４ 
初
代
会
長
に
は
、
当
時
、
民
族
株
式
銀
行
（K

ansallis-O
sake 

pankki
）
に
勤
め
て
い
た
カ
ー
ル
ロ
・
ハ
ッ
リ
コ
ル
ピ
（K

aarlo 
H
allikorpi, 1884-1934

）
が
就
任
し
た
が
、
一
年
足
ら
ず
で
カ
イ
ラ
に

会
長
を
ゆ
ず
っ
た
。
ハ
ッ
リ
コ
ル
ピ
は
名
誉
会
長
的
立
場
に
あ
っ
た
た

め
、
カ
イ
ラ
を
「
初
代
」
会
長
と
す
る
先
行
研
究
も
存
在
す
る
。

＊
５ 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
特
別
閲
覧
室
の
Ａ
Ｋ
Ｓ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（A

K
S:n kokoelm

a

）
目
録
よ
り
。
他
方
、
他
の
資
料
は
ラ
ハ
テ
ィ

に
送
ら
れ
、
Ａ
Ｋ
Ｓ
秘
書
の
Ｅ
・
ハ
ー
タ
ヤ
に
よ
っ
て
燃
や
さ
れ
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。

＊
６ 

た
だ
し
、
モ
ー
ガ
ン
の
よ
う
に
、
会
の
活
動
全
体
が
フ
ァ
シ
ズ
ム

的
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
も
単
純
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
る
。
後
述
す
る

よ
う
に
、
会
自
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
な
か
に
は

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
は
関
係
の
な
い
活
動
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
稿
で
は
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
性
質
を
帯
び
た
右
翼
団

体
と
定
義
し
て
論
じ
る
。

＊
７ 

一
九
二
七
年
か
ら
二
八
年
ま
で
少
し
期
間
が
空
い
て
い
る
の
は
、

カ
イ
ラ
が
博
士
論
文
執
筆
に
集
中
す
る
た
め
、
五
ヵ
月
も
の
間
会
長
職

を
離
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
間
、
ヴ
ィ
ル
ホ
・
ヘ
ラ
ネ
ン
（V

ilho 
H
elanen, 1899-1952

）
と
マ
ル
ッ
テ
ィ
・
イ
ル
マ
リ
・
カ
ン
テ
レ

（M
artti Ilm

ari K
antele, 1895-1970

）
が
会
長
を
務
め
た
。

＊
８ 

歴
史
家
マ
ッ
テ
ィ
・
ク
リ
ン
ゲ
い
わ
く
、
カ
イ
ラ
は
若
者
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
た
非
常
に
重
要
な
人
物
で
あ
り
、
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
組

織
の
創
造
者
で
あ
っ
た
（K

linge 1978: 88

）。

＊
９ 

Ryssä

と
い
う
言
葉
は
、
直
訳
す
れ
ば
「
露
助
」
と
い
う
侮
蔑
の

表
現
で
あ
る
が
、
本
稿
で
はRyssänviha

を
「
ロ
シ
ア
人
嫌
悪
」、

Ryssä

を
「
ロ
シ
ア
野
郎
」
と
訳
す
。

＊
10 

し
か
し
、
実
際
、
カ
イ
ラ
は
ヒ
ト
ラ
ー
ほ
ど
の
実
力
を
持
ち
合
わ

せ
た
人
物
で
は
な
く
、
カ
イ
ラ
の
反
ソ
、
反
共
主
義
的
な
運
動
は
政
治

に
影
響
力
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

＊
11 

こ
の
こ
と
は
、
カ
イ
ラ
が
優
秀
な
学
生
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

＊
12 

実
際
に
ど
の
よ
う
な
文
章
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
の
か
は
、
資
料

が
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
（A

hti 1999: 54

）。

＊
13 

カ
イ
ラ
は
、
独
立
前
に
ロ
シ
ア
帝
国
軍
に
所
属
し
、
独
立
時
に
対

露
友
好
路
線
を
と
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
英
雄
マ
ン
ネ
ル
ヘ
イ
ム
将
軍

を
も
「
ロ
シ
ア
野
郎
」
と
見
な
し
た
（A

hti 1999: 155-163

）。
ま
た
、

カ
イ
ラ
は
保
守
系
の
雑
誌
『
市
民
警
備
隊
雑
誌
（Suojeluskunnan 

Lehti

）』
お
よ
び
『
言
葉
と
剣
（Sana ja M

iekka

）』
の
編
集
長
を
一

九
二
四
〜
二
六
年
ま
で
務
め
た
。

＊
14 

三
人
の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
エ
リ
ア
ス
・
シ
メ
リ
ウ
ス
（Elias 

Sim
elius, 1899-1940 

一
九
二
六
年
にSim

ojoki

と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

姓
に
改
名
）、
レ
イ
ノ
・
ヴ
ァ
ハ
カ
ッ
リ
オ
（Reino V

ähäkallio 

出
生

没
年
不
明
）、
エ
ル
ッ
キ
・
ラ
イ
ッ
コ
ネ
ン
（Erkki Räikkönen, 

1900-1961

）
は
、
全
員
東
カ
レ
リ
ア
遠
征
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。

＊
15 

し
か
し
、
翌
年
の
一
九
二
一
年
に
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
側
は
ロ
シ
ア
・

カ
レ
リ
ア
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
制
を
敷
き
、
そ
れ
に
抵
抗
し
た
カ
レ
リ
ア
人

を
鎮
圧
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
は
こ
の
措
置
に
対
し
て
国
際
連
盟

の
常
設
国
際
司
法
裁
判
所
に
提
訴
し
た
が
、
効
果
は
な
か
っ
た
。
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＊
16 
当
時
、
ヴ
ィ
エ
ナ
・
カ
レ
リ
ア
か
ら
の
難
民
が
一
四
万
人
以
上

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
流
入
し
た
と
さ
れ
る
（A

hti 1999: 255

）。

＊
17 
一
九
二
三
年
に
は
す
で
に
七
四
人
の
会
員
が
二
〇
〇
地
区
を
巡
回
し

た
と
い
う
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
も
同
年
五
〇
万
枚
を
売
り
上
げ
た
と

い
う
。
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
は
「
カ
レ
リ
ア
の
た
め
に
（K

arjalan 
puolesta

）」
と
い
う
語
句
が
書
か
れ
、
カ
レ
リ
ア
の
風
景
や
人
物
な
ど
の

写
真
と
詩
が
印
刷
さ
れ
た
（Eskelinen 2004: n.p.; A

hti 1999: 356

）。

＊
18 

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
で
は
、
フ
ェ
ン
ノ
マ
ン
の
創
始
者
ス
ネ
ル
マ
ン

の
誕
生
日
（
五
月
一
二
日
：
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
「
ス
ネ
ル
マ
ン
の

日
」
と
し
て
現
在
で
も
祝
わ
れ
て
い
る
）
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
公
園
に
あ

る
銅
像
ま
で
行
進
す
る
行
事
が
あ
っ
た
。

＊
19 

女
子
学
生
に
対
し
て
は
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
に
カ
レ
リ
ア
学
徒

会
の
女
性
部
と
し
て
カ
レ
リ
ア
女
子
学
徒
会
（N
aisylioppilaiden 

K
arjala-Seura

）
が
発
足
し
た
。
な
お
同
会
は
、
一
九
三
八
年
に
カ
レ

リ
ア
女
性
学
徒
会
（A

kateem
isten N

aisten K
arjala-Seura

）
と

名
称
を
変
更
し
た
。

＊
20 

カ
レ
リ
ア
学
徒
会
の
創
始
者
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
ヴ
ァ
ハ

カ
ッ
リ
オ
は
、
一
九
二
一
年
一
一
月
に
カ
イ
ラ
に
会
っ
た
と
き
、
剣
が

交
差
し
た
カ
レ
リ
ア
の
旗
と
と
も
に
、「
悪
魔
と
『
ロ
シ
ア
野
郎
』
に

対
抗
し
て
（Piru ja Ryssän vastaan

）」
と
い
う
文
字
が
書
か
れ
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
カ
イ
ラ
が
着
て
い
た
と
回
想
す
る
な
ど
、
当
時
、
カ
イ
ラ

は
反
ソ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
注
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
悪

魔
と
『
ロ
シ
ア
野
郎
』
に
対
抗
し
て
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
憎

悪
の
兄
弟
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
再
び
使
わ
れ
た
。

＊
21 

「
憎
悪
の
兄
弟
」
は
秘
密
組
織
と
さ
れ
た
が
、
当
時
の
カ
レ
リ
ア

学
徒
会
で
は
大
き
な
勢
力
で
あ
っ
た
（Eskelinen 2004: 87-93

）。

＊
22 

叙
事
詩
『
カ
レ
ワ
ラ
』
の
原
詩
で
あ
る
口
承
詩
は
、
主
に
ロ
シ

ア
・
カ
レ
リ
ア
で
採
集
さ
れ
た
が
、
一
部
は
イ
ン
グ
リ
ア
や
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
領
カ
レ
リ
ア
で
も
採
集
さ
れ
た
。

＊
23 

「
西
洋
諸
国
（länsim

aat

）」
は
西
（länsi

）
の
国
々
（m

aat

）

を
指
し
、
板
橋
論
文
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
西
洋
（A

bendland

）」

と
は
語
源
的
に
は
意
味
は
異
な
る
。

＊
24 

「
ど
ん
な
色
」
と
い
う
の
は
、
ど
ん
な
政
治
心
情
で
あ
ろ
う
と
も

と
い
う
意
味
だ
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
「『
ロ
シ
ア
野
郎
』
に
死
を
！
」

と
い
う
言
葉
は
二
度
綴
ら
れ
て
い
る
。

＊
25 

会
員
で
あ
る
民
俗
学
者
マ
ル
ッ
テ
ィ
・
ハ
ー
ヴ
ィ
オ
（
詩
人
名
ム

ス
タ
パ
ー
）
が
指
導
的
役
割
を
果
た
し
た
。
詳
細
は
、
石
野
（
二
〇
一

二
：
一
七
〇
―
一
八
四
）
を
参
照
。

＊
26 

カ
イ
ラ
は
、
主
に
会
の
外
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
軍
の
「
浄
化
」
作

戦
、
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
帝
国
時
代
の
将
校
た
ち
を
軍
か
ら
一
掃
し
よ
う

と
す
る
活
動
に
の
め
り
込
ん
で
い
た
。
ま
た
カ
イ
ラ
は
、
一
九
二
五
年

に
カ
レ
リ
ア
学
徒
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
民
族
性
問

題
』
で
、「
我
々
の
防
衛
軍
に
お
け
る
ロ
シ
ア
性
」
と
い
う
短
い
論
考

を
寄
せ
る
な
ど
、
会
内
で
も
自
身
の
主
張
を
表
明
し
た
こ
と
も
あ
る

（A
K
S 1925: 63-69

）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

＊
27 
マ
ン
ツ
ァ
ラ
蜂
起
は
、
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
初

め
に
お
い
て
発
生
し
た
ラ
プ
ア
運
動
が
過
激
化
し
た
事
件
で
あ
る
。
ラ

プ
ア
運
動
と
は
、
ボ
ス
ニ
ア
湾
西
岸
の
保
守
的
地
域
で
あ
る
ラ
プ
ア

で
、
農
民
が
共
産
党
の
集
会
を
襲
撃
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
運
動
で

あ
り
、
共
産
党
の
非
合
法
化
の
要
求
に
ま
で
発
展
し
た
。
一
九
三
〇
年
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に
実
際
に
共
産
主
義
運
動
取
締
令
が
国
会
で
可
決
さ
れ
る
な
ど
、
ラ
プ

ア
運
動
の
政
治
へ
の
影
響
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
世
論
の

支
持
も
受
け
て
い
た
が
、
ラ
プ
ア
運
動
が
過
激
化
す
る
に
つ
れ
て
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
政
府
お
よ
び
世
論
の
支
持
を
失
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
過

激
化
し
た
ラ
プ
ア
運
動
を
支
持
す
る
一
部
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
兵
士

が
、
一
九
三
二
年
二
月
末
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
近
郊
の
マ
ン
ツ
ァ
ラ
で
ク
ー

デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
政
権
転
覆
を
図
っ
た
。
こ
れ
が
マ
ン
ツ
ァ
ラ
蜂
起

で
あ
る
。
当
時
の
ス
ヴ
ィ
ン
フ
ッ
ヴ
ド
大
統
領
が
投
降
を
呼
び
か
け
、

蜂
起
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
反
共
運
動
を
支
持
し
て
い
た
会
員
の
多
く

は
過
激
化
す
る
ラ
プ
ア
運
動
に
つ
い
て
い
け
ず
、
ラ
プ
ア
運
動
支
持
を

表
明
し
て
い
た
会
を
離
脱
し
た
。

＊
28 

Ｉ
Ｋ
Ｌ
に
活
動
の
場
を
移
し
た
会
員
も
多
か
っ
た
。
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